
『
ク
ニ
ス
ラ
』
ご
訓
む
べ
き
も
の
で
、
『
ク
ス
ー
3
系
』
ご
訓
む

の
は
、
古
意
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
○
飯
田
武
郷
翁
は
日

本
書
紀
逓
騨
に
於
て
、
夫
木
集
の
。

　
　
　
　
　
　
お
ゆ
　

　
遠
つ
人
、
理
乱
の
く
に
で
い
つ
し
か
ε
、
仕
へ
そ
ま
つ
る
年
の
始
F

の
歌
を
提
供
せ
ら
れ
て
、
『
こ
は
陀
し
か
な
る
例
め
り
て

よ
め
る
に
や
』
ご
言
は
れ
だ
が
、
や
は
り
是
も
『
ク
晶
ス
』

で
差
支
な
い
も
の
こ
思
は
れ
る
。

　
『
ク
ス
』
が
ク
シ
、
コ
シ
、
カ
イ
な
ご
》
同
語
源
で
あ
る
，

か
否
か
は
、
自
分
の
民
族
論
に
大
き
な
關
係
の
あ
る
問
題

で
あ
る
か
ら
、
名
義
其
の
も
め
は
一
向
つ
ま
ら
な
く
ざ
遇
売

他
鑓
の
登
表
の
豫
備
こ
し
て
、
こ
、
に
管
見
を
吐
露
し
て

博
識
諸
賢
の
叱
正
を
希
望
す
る
。

ポ
ツ
ダ
ム
の
黒
制
、
出交
學
士

長

壽

士口

　
ポ
ツ
ダ
ム
は
ケ
ン
ス
ウ
シ
宮
殿
（
莫
愁
宮
）
の
在
る
所
、

サ
ソ
ス
ク
シ
宮
は
フ
ソ
イ
ド
ソ
ヒ
大
王
の
永
眠
の
床
の
在

る
所
で
あ
る
。
余
は
大
王
の
李
生
を
、
ポ
ツ
ダ
ム
見
物
の

思
出
の
中
に
説
か
む
ε
す
る
の
で
あ
る
。
大
王
の
内
治
品

玉
は
能
采
の
説
《
慮
で
忠
。
次
王
糞
の
糞
鑑

鳳
、
他
日
余
之
を
書
か
う
ご
思
ふ
α
今
蕉
起
ば
、
唯
機
智

　
　
　
’
第
週
藩
・
雑
纂
　
爾
ソ
ダ
語
の
想
職
　

、

や
、
狡
檜
を
豊
ゆ
る
、
其
事
蹟
の
間
に
在
り
て
、
大
王
の

否
生
が
恰
も
余
に
は
、
大
王
の
好
ん
で
賢
い
泥
笛
の
暑
の

糠
に
、
其
遺
響
を
傳
へ
て
來
み
も
の
あ
る
を
、
記
さ
う
ご

思
ふ
の
で
あ
る
。

　
ポ
ツ
ダ
ム
を
訪
つ
る
》
は
、
秋
の
日
に
如
く
は
な
し
〇

二
智
婦
警
の
落
磐
提
樹
の
黄
葉
に
照
る
美
t
さ
に
、
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
廊
・
一
章
　
　
　
売
五
、
（
竜
五
）



策
四
巻
　
　
雑
纂
　
　
ポ
ツ
ダ
ム
の
思
出
、

第
一
號

七
六
・
（
治
六
）

趣
の
深
き
も
の
あ
み
が
旙
で
な
く
、
凋
落
の
近
か
ら
む
ε
　
・
百
年
前
の
古
蹟
の
地
を
過
ぎ
ゅ
魂
の
で
あ
る
Q

す
る
物
悲
し
さ
の
申
に
、
更
興
を
味
ふ
に
便
り
あ
る
が
爲
・
　
屠
線
の
湖
上
に
白
鳥
の
群
れ
浮
ぶ
所
、
ポ
ツ
ダ
ム
の
町

で
あ
る
○
濁
逸
の
首
府
伯
林
の
郊
外
に
在
っ
て
㍉
無
糖
の
　
は
物
淋
し
く
建
っ
て
居
る
。
ボ
ッ
ダ
ム
の
町
に
て
観
る
可

湧
く
所
は
ボ
ッ
ダ
ム
の
右
に
出
つ
る
も
の
が
な
い
◎
余
が
　
き
も
の
は
、
寺
院
ご
散
在
す
る
四
宮
殿
ご
で
あ
る
が
、
寺

口
曜
日
の
散
歩
地
は
、
多
く
こ
の
ボ
ヅ
ダ
ム
で
あ
っ
に
。
　
・
院
は
大
王
及
大
王
の
父
フ
ソ
イ
ド
リ
ヒ
ウ
イ
川
へ
〃
ム
第

大
王
が
そ
の
幼
時
を
暮
し
π
ラ
オ
ン
ス
ベ
ル
グ
を
訪
つ
れ
　
一
世
（
一
六
八
八
i
一
七
四
〇
、
の
永
眠
せ
る
所
。
四
宮
殿

だ
の
も
秋
で
あ
っ
κ
が
、
ポ
ツ
ダ
ム
の
秋
も
實
に
忘
る
、
　
は
ボ
ッ
ダ
ム
市
中
に
あ
る
宮
澱
、
や
》
離
れ
て
湖
岸
じ
あ

事
の
出
帆
ぬ
戚
興
を
、
余
に
遺
し
π
の
で
あ
る
し
伯
林
の
　
る
マ
ル
モ
ァ
宮
（
大
理
石
宮
）
、
新
窩
殿
、
及
ず
ン
ス
ク
シ
宮

街
中
を
蹴
る
、
シ
ブ
レ
エ
河
が
、
齢
し
て
湖
水
ハ
ァ
フ
エ
　
殿
で
あ
る
○
新
宮
殿
に
は
現
皇
帝
が
、
四
季
の
多
く
を
愛

ル
こ
な
り
、
幾
多
の
小
湖
水
を
蓮
絡
し
て
、
エ
ル
ベ
河
に
　
に
過
し
給
ふ
事
ご
、
有
名
な
る
ム
ッ
シ
エ
ル
ザ
ァ
別
（
貝
の

流
れ
入
る
も
の
は
、
普
露
西
の
鋼
重
時
代
し
在
り
て
一
5
、
　
室
）
の
有
る
耀
し
て
知
ら
れ
て
居
り
、
サ
ン
ス
ゥ
シ
宮
澱

重
要
な
る
物
思
密
輸
の
路
で
あ
っ
把
。
共
避
ア
フ
エ
ル
湖
　
は
全
く
大
王
の
事
蹟
を
物
語
る
遣
物
で
あ
る
串
に
て
、
世

の
西
南
端
に
、
ポ
ツ
ダ
ム
の
町
は
ボ
ッ
ダ
ム
森
林
に
團
緯
　
界
の
槻
光
子
を
集
あ
て
居
る
Q
新
宮
殿
の
貝
の
室
を
観
る

せ
ら
れ
て
存
し
て
居
る
。
伯
林
よ
り
汽
車
に
由
る
も
よ
い
　
人
は
、
其
鯨
り
に
洩
趣
味
な
る
に
驚
く
で
あ
む
う
，
四
壁

が
ハ
ァ
フ
エ
ル
湖
を
航
し
て
、
途
に
フ
ワ
ウ
エ
ン
島
、
皆
貝
殼
の
各
種
を
ぬ
り
こ
め
て
、
其
強
烈
な
る
色
彩
ご
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ソ
フ
ユ
シ
ョ
ン

（
孔
雀
が
島
）
を
見
、
ボ
ッ
ダ
。
ム
の
纏
頭
に
離
を
す
つ
れ
ば
、
　
規
則
な
る
形
態
ご
は
、
全
く
趣
味
の
混
　
難
を
薄
し
て
居

ッ
エ
ツ
ベ
リ
ン
航
叢
論
は
其
互
躯
を
大
塞
に
俘
べ
て
、
r
二
　
る
（
、
然
し
人
は
袈
に
於
て
、
現
皇
帝
の
性
格
ご
、
濁
逸
ご



海
ご
の
題
目
の
上
に
、
幾
分
の
考
慮
ご
二
重
ご
を
麗
く
事

が
出
來
な
い
で
も
無
い
で
あ
ら
う
。
降
誕
祭
の
夜
は
之
の

室
に
て
、
銀
タ
ン
子
樹
（
聖
誕
樹
）
が
髪
飾
せ
ら
る
》
ご
謂

ふ
。
余
は
其
夜
の
燭
光
が
四
壁
の
貝
に
反
映
す
る
間
に
、
．

濁
逸
軍
人
の
華
々
し
き
軍
装
の
群
を
想
像
し
て
、
檀
に
頭

の
良
き
が
如
き
戚
を
い
た
く
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
サ
ン
系
ウ
シ
宮
殿
ビ
寺
院
ご
は
、
全
く
皮
興
の
中
に
つ

、
ま
㊨
て
居
る
っ
余
は
先
づ
サ
ン
ス
ウ
シ
宮
殿
に
就
き
て
、

大
王
の
外
生
を
説
く
事
こ
す
る
。

・
プ
リ
イ
ド
リ
ヒ
大
王
が
ポ
ツ
ダ
ム
森
林
∂
一
部
を
、
計

書
し
て
造
ら
せ
た
ず
ン
ス
ウ
シ
樹
園
の
入
口
を
過
ざ
て
、

早
秋
に
落
つ
る
樹
葉
の
少
し
叡
っ
て
居
る
道
を
行
く
ざ
、

入
は
大
な
る
泉
池
が
高
き
噴
水
を
墨
黒
に
し
、
大
理
石
像

の
幾
つ
か
を
周
園
に
し
て
居
る
の
を
振
興
す
る
。
．
泉
池
に

澹
う
て
北
方
を
見
れ
ば
、
数
憂
に
分
た
れ
把
る
楷
段
の
上
、

丘
上
に
常
線
樹
林
に
っ
、
ま
れ
π
る
サ
ン
ス
ウ
シ
宮
喚

二
百
年
前
を
そ
の
ま
》
に
、
美
景
を
逡
っ
て
建
っ
て
居
る

第
四
…
融
僧
　
　
麟
曙
　
纂
　
　

市
シ
ダ
ム
の
思
ゆ
囚

の
で
あ
る
○
是
の
宮
園
及
惜
二
等
の
設
計
圖
を
、
大
王
親

ら
結
い
π
も
の
は
、
今
狛
サ
ン
ス
ウ
シ
宮
中
に
陳
列
せ
ら

れ
て
あ
る
が
、
其
所
謂
滅
洒
蹴
る
趣
昧
の
表
は
す
所
は
即

ち
佛
蘭
西
風
で
あ
る
。
語
義
歓
洲
が
全
然
佛
蘭
玉
手
昧
の

風
靡
す
る
斯
で
あ
っ
控
事
ご
、
大
王
が
其
修
養
に
、
総
て
佛

蘭
西
書
を
探
り
、
書
簡
に
佛
繭
西
文
を
細
り
、
言
語
に
佛

蘭
西
語
を
用
ひ
、
著
蓮
に
佛
蘭
西
丈
を
使
用
し
，
．
宮
中
に

佛
蘭
西
學
者
を
厚
遇
し
忙
其
全
然
の
頑
健
西
式
ζ
似
、
實

に
之
の
泉
池
の
傍
に
立
ち
て
、
丘
上
の
ブ
ン
ス
ゥ
シ
宮
を

仰．

ｮ
時
、
既
に
之
を
想
起
す
る
事
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

三
十
年
戦
国
の
創
痕
が
、
濁
逸
の
内
地
に
於
て
次
第
に
族

復
せ
ら
れ
、
民
族
的
自
畳
ご
國
民
的
性
情
の
中
に
、
溶
合

せ
ら
れ
つ
》
あ
る
、
第
十
八
世
紀
初
頭
に
於
て
、
伯
綜
大

學
の
論
丈
題
に
は
、
風
蘭
西
語
の
優
秀
を
総
揚
せ
し
む
る

も
の
あ
り
し
を
考
ふ
る
疇
は
、
大
王
當
時
殊
に
普
露
西
建

学
二
時
の
猫
逸
交
化
が
．
其
牲
質
の
奈
何
な
る
も
の
な
り

し
か
は
想
像
に
難
く
無
い
。
乱
民
況
の
間
よ
り
大
回
逸
民

　
　
　
　
　
　
　
　
箪
一
號
　
　
　
　
七
七
　
（
七
七
」



ジ

．t

　
　
　
第
四
巻
　
　
雑
纂
　
　
ポ
ソ
ザ
ム
の
患
繊

族
國
を
現
出
し
、
玉
露
西
が
而
か
も
更
に
、
北
邉
七
三
の

地
、
他
民
族
を
混
居
せ
る
王
國
を
以
て
ゐ
其
申
心
其
支
配

者
覚
る
鶏
魚
に
到
蓬
せ
し
事
の
、
翼
に
稀
有
な
る
異
常
な

る
事
は
、
プ
リ
イ
ド
ソ
勉
大
王
傳
の
優
秀
な
る
論
叢
者
、

フ
ラ
イ
タ
ア
ク
（
の
窃
誘
く
男
δ
k
貯
σ
q
）
も
之
に
言
及
し
て

居
る
所
で
あ
る
。

　
莫
昇
官
に
登
る
石
鐙
は
、
数
壇
の
憂
壇
つ
7
ラ
ッ
セ
）
に

分
π
れ
て
居
て
、
各
壇
の
聞
の
石
醗
は
言
出
し
翻
・
い
犯
形

態
を
有
し
て
居
る
∩
各
壇
に
は
花
を
養
ひ
葡
萄
を
培
ふ
て
、

紅
梨
羅
も
磯
に
ま
ご
は
っ
て
居
る
。
テ
ン
ス
ウ
シ
樹
園
の

策
部
に
も
葡
萄
園
が
あ
る
か
ら
、
ボ
ッ
ダ
ム
「
葡
土
壇
」
の

課
字
は
、
莫
愁
寓
ご
、
も
に
、
詩
句
に
用
ひ
得
る
所
で
め

ら
う
。
最
上
の
壇
に
至
れ
ば
．
愛
は
ナ
ン
ス
ウ
シ
宮
殿
の

前
庭
、
伊
太
利
式
花
園
で
，
東
西
に
二
個
の
幕
軍
な
る
噴

水
池
が
在
る
○
こ
の
花
園
の
東
端
に
は
フ
ロ
ラ
の
憩
の
銅

像
陰
樹
亭
ご
が
在
る
。
大
王
の
愛
犬
は
愛
に
埋
め
ら
れ
て

あ
る
ご
云
ふ
。
・
大
王
が
永
眠
に
近
き
日
頃
、
こ
の
甲
高
窩

第
輔
號

平
入
　
（
七
入
）

に
端
居
し
て
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
朝
野
に
沈
む
欝
を

樹
園
の
彼
方
に
見
や
り
っ
、
、
’
生
涯
の
回
顧
に
耽
る
蒔
、

無
心
の
小
憩
が
、
庭
上
を
走
り
っ
、
あ
る
光
景
の
絡
や
。

莫
愁
宮
∵
甲
の
書
室
に
て
、
大
王
に
だ
は
む
る
》
こ
の
小
狗

の
総
…
な
ざ
を
、
想
起
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。
大
王
も
警
て

こ
の
フ
質
ラ
紳
の
下
に
、
永
眠
せ
む
こ
ご
を
望
む
だ
ざ
云

ふ
9
か
く
て
大
王
の
有
名
な
る
語
、
◎
§
【
鐵
寄
ω
巽
蝉
二
魯

驚
δ
『
践
箋
冨
ω
9
ぎ
い
が
残
っ
て
居
る
Q
今
町
が
前
に
は

偉
大
な
る
カ
フ
ァ
タ
イ
ド
を
列
ね
だ
る
、
岬
階
建
築
の
ず

ソ
ス
ウ
シ
宮
殿
が
あ
る
。
ニ
コ
に
し
て
而
し
て
矯
奢
な

ら
す
。
或
人
は
之
の
宮
殿
を
以
て
、
其
照
り
に
粗
卑
質
素

な
る
に
驚
く
ε
謂
へ
ざ
も
、
若
し
大
王
の
生
涯
を
讃
み
、

其
尺
頗
を
澄
み
、
其
性
格
を
考
ふ
る
も
の
、
之
を
早
れ
ば

實
に
莫
里
宮
は
、
大
王
性
格
の
悪
態
で
あ
る
、
隠
栖
に
し

て
且
つ
悲
哀
で
あ
る
。

　
大
王
の
生
涯
は
武
勲
ご
灌
謀
ご
に
蓋
は
れ
て
居
る
。
之

の
方
面
を
見
れ
ば
大
王
の
如
き
は
、
最
も
悪
む
可
き
人
格



で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
例
へ
ば
彼
は
「
難
マ
キ
ァ
ベ
フ
」
を

著
し
つ
》
，
嘗
て
「
若
し
正
直
を
以
て
得
可
》
も
の
あ
ら

ば
．
吾
等
は
正
液
を
以
て
之
を
獲
得
す
解
し
○
欺
購
を
以

て
す
可
き
も
の
あ
ら
ば
、
．
吾
等
は
欺
製
す
可
し
」
ご
言
ひ

又
ボ
ー
ラ
ン
ド
分
捌
に
反
忘
し
π
乙
、
マ
リ
ア
タ
レ
ザ
を

笑
ひ
て
、
「
彼
女
は
常
に
泣
く
、
而
も
常
に
獲
得
す
」
ε

言
ひ
π
乃
如
き
昌
皆
大
王
の
性
格
を
論
ず
る
に
優
あ
る
も

の
で
め
る
○
然
し
彼
が
一
生
の
片
面
は
、
實
に
悲
哀
座
雛

の
思
想
、
寂
境
瀟
洒
の
生
命
、
デ
イ
レ
タ
ン
ト
沈
思
の
径

路
で
あ
る
。
性
質
の
相
蓮
に
由
る
大
王
ご
其
父
｝
、
兵
隊
王
し

ご
の
不
和
は
、
大
王
の
牲
質
の
上
に
必
ず
多
く
の
痕
跡
を

残
し
π
に
蓮
ひ
な
い
。
度
々
の
不
和
の
事
件
、
大
王
の
出

奔
…
計
書
は
、
多
く
物
の
面
起
書
い
て
あ
’
る
。
大
王
が
父
王

の
嚴
峻
に
堪
ね
で
し
て
、
國
外
鴇
奔
を
計
書
し
て
捕
は
れ

た
る
時
、
其
痴
者
ヵ
タ
ヱ
は
ラ
イ
ン
ス
ベ
川
グ
の
城
に
て

斬
ら
れ
π
が
、
強
て
之
を
見
せ
し
め
ら
れ
下
る
大
王
の
悲

嘆
、
叉
其
當
時
大
王
が
父
王
に
潜
り
π
墨
書
東
を
強
み
考

第
四
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
ボ
ツ
呪
ム
の
想
幽

ふ
る
も
の
は
、
大
王
の
心
事
に
泣
か
む
ご
す
る
の
で
あ
る
。

叉
後
年
戦
傷
に
、
其
幼
少
時
以
來
の
侍
臣
を
失
ひ
陀
お
大

王
は
、
其
書
束
に
「
余
の
如
き
墨
客
的
に
作
ら
れ
κ
る
心

に
は
、
こ
の
深
刻
な
る
悲
哀
翌
制
す
る
難
は
す
、
伯
林
に

蹄
ら
ば
余
は
吾
が
自
ら
の
國
に
、
他
人
の
如
く
吾
家
に
寂

し
く
、
取
残
さ
れ
盛
る
を
癒
す
る
な
ら
む
」
ご
記
し
て
居

る
。
然
し
「
彼
は
年
半
な
る
心
を
以
て
、
彼
の
決
意
を
作

つ
麺
の
で
む
る
。
不
信
を
以
て
人
を
見
、
彼
の
道
具
こ
し

て
人
を
使
用
し
、
人
を
欺
溢
し
、
冷
か
な
る
無
智
を
以
て

人
を
機
嫌
ご
る
」
（
フ
ラ
イ
タ
ァ
ク
｝
様
に
な
つ
覚
の
で
あ

る
O
入
若
し
大
王
が
書
束
に
就
て
、
殊
に
王
子
バ
イ
ロ
イ

ト
公
姓
に
宛
て
弛
る
も
の
を
讃
ま
ば
、
彼
が
如
何
に
や
さ

し
き
心
情
の
持
主
で
あ
っ
托
か
を
知
る
で
あ
ら
う
。
父
王

に
強
い
ら
れ
舵
る
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ユ
フ
ぞ
ク
家
こ
の
婚
約
に

就
き
て
、
「
余
は
木
に
て
作
ら
れ
把
り
や
へ
好
き
夫
を
彫

刻
し
出
し
得
可
き
、
木
に
て
作
ら
れ
だ
り
や
」
ご
、
絶
望

の
言
を
止
せ
ゐ
彼
を
見
ぱ
、
彼
が
私
生
涯
の
い
か
に
寂
箋

　
　
　
　
　
　
　
、
　
第
一
鑛
　
　
　
　
七
九
　
（
七
九
）



第
闘
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
潔
ソ
ダ
ム
の
田
心
由
山

写
り
し
か
を
知
る
で
あ
ら
う
。
莫
離
宮
牛
の
書
室
に
入
を

遽
ざ
け
覚
る
彼
れ
。
　
「
余
は
丈
學
上
の
聲
轡
を
得
ん
爲
に

力
の
及
ぶ
凡
て
を
爲
せ
り
、
是
に
激
て
は
り
シ
エ
リ
ユ
よ

b
も
成
功
せ
り
O
紳
よ
戚
謝
す
○
余
は
著
述
家
こ
し
て
認

め
ら
れ
た
．
り
ご
」
言
へ
る
彼
れ
。
夏
に
叉
其
最
も
好
む
笛

を
吹
き
樂
む
で
、
自
ら
作
曲
に
耽
っ
た
彼
れ
を
考
ふ
る
時

は
、
八
は
大
王
の
生
涯
に
潔
し
て
、
兵
の
温
か
き
興
味
を

有
つ
に
至
り
、
之
を
普
通
の
吏
書
に
在
る
武
芸
ご
宮
島
こ

の
一
面
ご
相
照
し
て
、
大
王
の
生
涯
は
實
に
奮
翻
努
力
に

絡
始
す
る
の
意
義
を
、
測
る
に
至
る
で
あ
ら
う
ρ
峯
ラ
イ

チ
ク
日
ぐ
、
「
二
つ
の
性
質
は
彼
の
内
に
相
帯
ふ
た
Q
哲

理
的
學
者
－
者
樂
ε
佛
蘭
西
韻
文
の
旋
律
に
耽
美
し
、
詩

的
名
聾
を
以
て
地
上
の
最
大
の
幸
編
こ
し
実
る
哲
學
者
Q

一
方
に
叉
剛
健
な
る
北
方
濁
逸
人
一
軍
人
の
勇
武
ご
不
漸

の
努
刀
．
叉
銭
嵩
の
峻
嚴
を
以
て
、
荒
々
し
き
飾
無
き
人

民
の
典
型
香
り
し
北
方
濁
番
人
し
ε
，
蓋
し
蜜
に
古
代
濁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

逸
人
ご
近
世
猫
逸
人
ご
を
、
一
身
に
条
ね
だ
る
如
き
大
王

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
八
0
　
（
八
○
）

の
生
涯
の
研
究
の
興
趣
は
、
多
く
世
人
が
謂
ふ
胱
の
ゼ
ス

マ
ル
ク
研
究
の
如
き
乾
燥
三
昧
の
も
の
》
比
す
解
き
断
で

な
い
の
で
．
め
る
。

　
莫
愁
宮
中
に
は
、
ロ
コ
コ
装
飾
の
美
し
き
ヅ
ォ
ル
タ
エ

ア
室
が
あ
る
。
大
王
が
ヴ
オ
ル
タ
エ
ァ
の
外
交
策
を
廟
笑

し
、
ヴ
オ
ル
ク
エ
ァ
が
大
王
の
佛
蘭
西
詩
を
嘲
笑
し
π
る

物
語
は
、
二
人
の
親
交
の
有
標
を
遣
憾
な
く
衷
は
し
て
居

る
。
　
「
ヴ
オ
ル
タ
エ
ァ
は
柔
順
な
性
質
で
な
い
。
故
に
余

は
彼
を
宮
中
よ
り
退
け
共
代
り
に
モ
ォ
ペ
ル
チ
ユ
イ
を
招

い
π
」
ご
言
ひ
。
叉
「
ダ
レ
ム
ベ
エ
ル
は
極
く
善
き
人
柄
。

余
が
傍
に
在
る
や
、
決
し
て
自
ら
口
を
胴
か
す
、
余
に
愚

惣
で
あ
る
」
ご
。
天
王
が
言
ひ
陀
る
を
見
れ
ば
、
こ
の
三

者
ご
大
王
ざ
の
雲
影
、
殊
に
大
王
が
彼
等
の
騰
度
に
矢
張

り
黒
影
を
要
求
し
挺
事
な
ご
が
、
想
像
せ
ら
る
、
の
で
あ

る
。
ヴ
オ
ル
ヲ
エ
ア
室
を
去
っ
て
、
吾
等
槻
光
客
は
莫
愁

富
中
央
の
圓
形
の
室
に
案
内
せ
ら
る
〉
の
で
あ
る
。
ア
ー
3

ル
フ
、
メ
ン
ツ
エ
ル
（
一
八
一
五
i
）
の
傑
作
で
、
伯
林
絡



書
館
に
在
る
、
旨
き
食
卓
に
大
王
が
怠
者
載
友
を
集
め
會

食
す
る
絡
は
、
こ
の
室
に
於
て
の
光
景
で
在
る
。
大
王
は

彼
の
所
謂
「
晩
に
は
余
は
余
を
良
き
仲
聞
に
慌
て
溝
新
に

す
」
ご
云
ふ
趣
味
を
有
し
て
居
獲
が
、
晩
卑
に
至
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

彼
は
人
々
を
「
忌
避
す
可
き
種
薦
」
ご
賦
し
て
居
る
。
大
王

は
其
晩
年
に
向
ふ
に
減
て
、
肚
交
的
か
ら
次
第
に
閉
属
的

に
な
つ
π
檬
．
、
あ
る
Q
余
は
愛
に
少
し
く
大
王
の
羅
生
、

嫌
に
こ
の
サ
ン
ス
ウ
シ
宮
中
に
於
け
る
生
繕
を
記
し
て
み

や
う
。
「
余
は
四
時
に
起
き
る
」
ご
彼
れ
が
言
ふ
が
如
く
、

大
王
は
朝
早
く
起
工
し
て
、
朝
食
に
は
強
い
累
乗
ご
、
ア

エ
ン
フ
エ
ル
の
葉
を
入
れ
て
匂
は
し
π
水
を
飲
む
。
そ
れ

か
ら
少
時
笛
を
吹
い
て
後
、
政
務
を
見
把
り
、
兵
隙
を
槍

閲
し
π
り
、
或
は
臣
下
を
引
見
し
て
、
書
に
至
り
、
乾
食

は
非
常
に
長
い
時
間
を
費
し
て
、
多
数
の
陪
席
者
ご
》
も

に
食
す
る
習
慣
で
あ
る
。
食
後
再
び
笛
を
探
っ
て
、
少
時

彼
は
之
に
耽
る
◎
其
後
彼
は
再
強
い
琢
緋
を
飲
む
。
そ
し

て
書
室
に
閉
居
し
て
讃
書
に
耽
る
こ
ご
二
時
間
。
夕
七
時

　
　
　
第
四
管
　
　
雑
　
纂
　
　
潔
ソ
ダ
ム
の
患
幽

に
小
コ
ソ
ず
ア
ト
を
開
く
，
彼
自
身
笛
を
以
て
之
に
沸
は

る
事
が
あ
る
6
晩
食
に
は
學
者
を
招
き
て
之
ご
談
笑
す
る
Q

か
（
て
大
王
は
十
時
に
農
に
就
く
な
ら
は
し
で
あ
っ
た
こ

謂
ふ
。
強
い
慰
霊
ご
フ
エ
ン
フ
エ
ル
の
匂
ふ
水
、
笛
ざ
讃

書
．
大
王
の
臼
常
は
、
翼
し
溝
新
の
も
の
で
あ
る
Q

　
晶
群
宮
中
の
他
の
室
に
は
、
大
王
の
居
室
ご
、
コ
ン
愛

ア
ト
室
ご
、
書
室
等
が
あ
る
Q
居
室
に
は
大
王
永
眠
の
晴
，

の
安
慰
椅
子
や
、
寝
壼
が
そ
の
ま
》
に
龍
て
あ
り
Q
駆
ン

サ
ァ
ト
室
に
は
、
大
王
親
ら
使
用
し
π
ご
云
時
計
が
、
大

王
永
眠
の
蒔
，
午
前
二
時
二
十
分
を
示
し
て
止
ま
っ
て
居

る
。
書
室
に
入
る
も
の
は
書
籍
が
凡
て
佛
繭
…
西
書
あ
る
を

見
る
で
あ
ら
う
。
大
王
が
幼
時
よ
り
の
趣
味
殊
に
文
學
趣

味
は
、
薮
蘭
西
文
學
の
上
に
あ
っ
だ
事
は
，
皆
人
の
好
く

知
る
駈
で
あ
る
。
然
し
或
は
大
王
を
以
て
．
猫
腰
丈
學
の

迫
害
者
な
り
ご
論
ず
る
も
の
も
あ
る
○
ト
ラ
イ
チ
ク
は
次

の
…
標
に
言
う
て
居
る
。
　
「
フ
リ
イ
ド
ヲ
ヒ
の
濁
逸
交
化
に

心
す
る
冷
淡
は
．
恐
ら
く
近
代
燭
逸
の
長
き
雌
伏
の
歴
吏

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
八
一
　
（
八
一
）



第
四
燥
柵
　
　
雑
　
鍮
躍
　
　
求
ジ
ダ
ム
の
思
ゆ
隅

に
於
け
る
．
最
も
鰺
π
る
最
深
自
然
な
る
現
象
で
あ
ら
う
。

濁
逸
民
に
良
質
を
與
へ
異
る
贔
の
第
一
人
は
ギ
高
省
且
特

色
あ
る
莫
人
民
の
創
作
に
劃
し
て
、
全
．
～
他
人
で
あ
っ
起
し

彼
叉
曰
く
、
「
張
烈
に
彼
は
近
弊
風
繭
…
西
理
想
に
傾
い
て

居
つ
だ
け
れ
ざ
も
、
彼
が
佛
蘭
西
語
を
以
て
濁
逸
の
思
想

を
言
評
す
る
竣
合
、
或
は
彼
が
濁
逸
の
王
侯
こ
し
て
二
選

こ
し
て
、
政
治
軍
事
又
は
歴
吏
の
著
作
を
な
す
蕩
含
に
鞭

て
の
み
、
彼
は
興
の
大
な
る
論
客
で
あ
る
リ
フ
フ
イ
ー
3
ジ

ヒ
は
、
外
國
の
學
派
の
中
に
於
て
や
な
く
、
自
己
の
強
力
、

自
己
の
比
類
な
き
維
瞼
の
中
よ
り
し
て
、
吾
等
の
第
十
八

世
紀
に
於
け
る
第
一
の
政
論
家
こ
な
つ
六
〇
創
設
的
の
批

評
に
発
て
、
國
家
ご
云
槻
念
に
接
近
し
陀
る
唯
一
の
三
郷

入
、
崇
高
な
る
形
式
に
於
て
市
民
の
義
務
を
論
じ
に
る
唯

一
の
燭
逸
入
線
あ
る
○
何
人
も
未
嘗
て
國
土
の
概
念
な
き

猫
逸
人
中
に
在
て
、
是
の
滞
日
費
＾
δ
空
ま
銅
鐸
。
ω
の
著

者
の
如
く
、
吾
等
の
く
霧
。
馬
韓
乙
の
愛
慕
を
、
爾
く
熱
烈

に
爾
く
深
刻
に
、
論
じ
だ
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
」
彼
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
撃
　
　
　
　
入
ご
　
（
八
二
）

又
曰
く
、
『
、
老
王
は
も
し
や
彼
の
佛
野
壷
バ
ル
ナ
ッ
ス
ス
の

高
嶺
よ
り
、
猫
逸
の
ム
ウ
ぜ
の
瀬
野
に
降
る
こ
ご
を
欲
し

な
い
。
而
し
て
い
か
に
是
濁
逸
民
が
、
詩
的
藝
衛
に
於
て

絡
に
は
畳
醒
す
耀
き
か
を
批
判
し
て
居
る
。
彼
の
崩
御
前

山
ハ
年
に
於
け
る
伽
掬
擁
7
文
學
輪
…
に
は
、
彼
は
濁
漁
軍
議
贈
の
精
練

せ
ら
れ
ざ
る
粗
野
に
殺
し
て
、
氣
む
つ
か
し
き
巴
里
人
の

批
評
を
く
り
返
し
て
居
る
。
而
し
て
彼
が
侮
蔑
を
以
て
辛

う
じ
て
囲
み
得
π
る
、
　
O
ひ
蕊
〆
．
o
口
周
δ
長
警
ぎ
鴻
聯
　
の
怖

る
斎
き
二
丈
を
非
難
し
て
居
る
（
）
然
し
こ
の
憎
む
弓
き
議

論
そ
の
も
の
は
、
却
て
彼
が
、
戯
情
的
な
る
國
家
的
自
負
を

反
論
に
難
高
く
讃
尽
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
濁
逸
民

の
將
來
に
撃
て
、
當
時
既
に
其
の
曙
光
の
雪
避
を
見
せ
淀

る
、
知
識
上
の
名
轡
の
亙
る
荒
き
事
等
覚
言
し
て
居
る
の

で
あ
る
。
昔
の
篭
オ
ゼ
ス
が
如
く
、
彼
は
豫
期
せ
ら
れ
詑

る
地
域
が
・
偉
方
に
存
す
る
を
認
め
、
，
（
恐
ら
く
後
に
來

る
も
の
は
、
総
て
彼
等
の
前
遜
者
に
優
越
す
賀
し
）
ご
、

希
望
に
満
ち
だ
る
言
を
放
っ
て
居
る
の
で
あ
る
Q
し
か
く



霜
接
に
、
し
か
く
疎
遽
に
、
し
か
く
縁
遽
一
、
し
か
く
親

密
に
、
濁
逡
の
最
偉
な
る
王
は
、
其
入
民
こ
の
關
係
に
存

在
し
柁
の
で
あ
る
L

　
莫
愁
宮
の
書
室
に
は
、
前
記
し
把
う
ず
ン
ス
ウ
シ
宮
の

全
部
の
プ
ラ
ン
を
、
大
王
親
ら
計
表
し
起
る
、
其
の
圖
を

陳
列
し
π
る
の
み
な
ら
す
、
夏
に
大
王
自
作
の
笛
の
曲
譜

を
も
陳
列
し
て
在
る
。
朝
に
夕
に
大
王
が
そ
の
愛
玩
の
笛

を
ざ
り
て
．
莫
愁
宮
外
の
春
秋
、
欄
暁
の
音
を
絶
紀
な
か

つ
π
そ
の
風
流
は
、
今
も
猶
訪
客
の
耳
に
、
縫
帯
を
傳
へ

來
乃
の
戚
が
あ
る
．
ソ
大
王
曰
く
，
「
余
け
劇
的
の
催
し
を

好
む
こ
ご
甚
し
、
蘇
に
暑
樂
は
最
愛
す
る
所
也
り
然
し
オ

ペ
ラ
は
怖
ろ
し
く
高
償
で
あ
る
。
好
き
聾
樂
好
き
ヴ
イ
オ

ソ
ン
を
聞
く
溢
し
み
は
、
む
し
ろ
快
活
に
し
て
清
新
で
あ

る
」
ご
ρ
“
彼
は
貸
常
コ
ン
サ
ァ
ト
を
莫
愁
宮
中
に
催
し
，

或
は
親
ら
笛
を
以
て
之
に
加
は
る
こ
ご
は
、
既
に
記
し
π

如
く
で
あ
る
り
而
し
て
大
王
は
恒
に
作
曲
す
Q
笛
の
爲
の

慣
ン
ず
ア
ト
、
笛
の
ソ
三
鼎
々
あ
ち
○
ブ
リ
イ
ー
3
ヲ
七
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
〆

　
　
　
第
四
懸
　
　
雑
纂
　
　
ポ
ソ
ダ
ム
の
思
出

王
の
多
能
多
藝
は
、
實
に
驚
く
亡
き
も
の
が
あ
る
。
古
來

帝
王
に
し
て
實
に
大
王
の
如
く
、
戦
士
把
b
、
論
客
π
り

詩
人
π
り
、
哲
人
セ
ゥ
、
藝
術
家
老
る
も
の
、
野
比
を
見

ざ
る
所
で
あ
る
や
大
王
叉
曰
く
、
　
…
，
余
は
余
が
間
暇
を
藝

術
の
下
に
費
す
　
余
は
そ
の
凡
て
に
趣
昧
を
有
す
．
何
も

の
を
も
斥
け
す
」
ご
、
即
位
の
後
間
も
な
く
、
大
王
は
宮

廷
の
樂
師
長
グ
ラ
ウ
ン
を
伊
太
利
に
派
し
、
乱
人
を
集
め

て
伯
林
に
歌
劇
傷
を
開
か
し
め
む
ご
し
た
の
で
あ
る
》
嘗

時
濁
逸
の
大
部
分
は
伊
太
利
派
歌
劇
を
省
美
し
、
そ
の
旋

律
圭
義
の
傾
向
に
風
靡
せ
ら
れ
詣
る
事
は
、
大
王
の
弟
の

イ
ン
リ
ヒ
が
ウ
イ
ン
市
に
於
で
、
モ
ツ
ア
グ
ト
流
の
歌
劇

を
聞
て
、
其
交
響
を
鰐
せ
ざ
り
し
に
徴
す
可
く
、
書
室
に

陳
蒸
せ
ら
れ
π
る
大
王
の
作
曲
笛
の
ソ
壱
曲
譜
、
叉
フ
イ

マ
ァ
市
の
リ
ス
ト
糠
埋
渕
乱
心
に
あ
る
も
の
を
凶
讃
む
に
、
小
櫛

の
長
短
の
如
き
樂
編
上
の
下
愚
を
登
駕
す
れ
ざ
春
、
要
す

る
に
旋
律
は
全
く
伊
太
利
溶
血
は
南
瞳
的
の
華
麗
を
具
へ

て
、
大
王
が
佛
蘭
西
交
學
に
、
其
文
學
上
の
趣
昧
を
專
ら

，
第
一
號
　
八
三
　
（
八
三
）



　
　
　
欝
四
巻
　
　
離
　
纂
　
　
市
ツ
ダ
ム
の
思
幽

に
し
だ
の
こ
相
回
し
て
居
る
の
で
あ
る
Q

ず
ン
ス
ウ
シ
宮
の
内
外
装
飾
は
、
総
て
・
：
弐
の
華

麗
に
し
て
、
而
し
て
瀟
栖
控
る
も
の
で
あ
る
。
殊
に
ヴ
オ

ル
ζ
ア
室
回
書
鍵
は
、
・
・
民
の
草
肥
標
を
薔
に

襲
飾
し
、
ヅ
影
ζ
ア
室
は
や
・
薬
美
に
傾
一
が
、
書

室
は
最
も
高
雅
、
窓
外
の
線
引
は
、
・
野
中
に
多
一
用
ひ
ら

れ
だ
る
鏡
に
反
映
沈
て
、
一
層
の
美
し
さ
を
威
ぜ
し
む
る

も
め
が
あ
る
。
歩
廊
竺
の
給
書
彫
刻
館
を
形
造
り
緯

書
に
は
佛
蘭
西
叛
の
風
景
欝
、
及
・
ラ
マ
颪
俗
称
が
多

い
。
之
に
潤
て
も
大
王
の
趣
味
の
、
一
面
を
窺
ふ
鄭
が
鵠

困
る
の
で
あ
”
。
。
ナ
ン
ス
ウ
シ
宮
殿
の
近
傍
に
あ
る
建
築

物
殊
に
総
隈
館
の
如
き
，
ポ
ツ
ダ
ム
見
物
の
人
の
必
ず
見

る
塑
あ
る
が
、
今
余
は
之
を
省
略
し
て
記
さ
ぬ
・
サ
ン

ス
ウ
シ
宮
の
西
方
に
は
、
今
猫
大
王
に
就
て
の
物
語
し
有

名
な
る
、
風
車
屋
が
樹
林
の
中
よ
b
屹
立
し
て
居
る
・

（
ξ
・
乙
α
ω
一
二
・
・
。
・
。
島
。
登
；
ン
ス
ウ
シ
宮
の
丘
を

や
、
降
適
し
、
北
方
森
林
中
の
カ
・
エ
ブ
ン
ス
ウ
シ
に
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
償
〃
　
一
　
號
　
入
照
　
（
八
四
）

息
し
．
テ
ン
言
蒸
肉
ご
幕
す
る
も
の
を
命
じ
で
・
美

映
の
術
萄
酒
を
酷
め
ぱ
、
落
葉
盤
愚
に
し
て
残
照
林
中

に
入
る
、
ポ
・
ダ
・
を
訪
ひ
診
ス
ウ
シ
宮
を
槻
る
・
秋

の
滑
に
如
く
は
な
し
㌔

　
ホ
ヅ
タ
ム
市
を
訪
ひ
大
王
の
生
涯
を
思
ふ
も
の
、
必
ず

ガ
ル
ウ
尋
院
に
詣
つ
る
も
の
で
み
る
。
寺
院
は
杢

の
懸
骸
を
葬
り
た
・
。
所
で
あ
る
。
寺
院
の
北
“
小
公
園
が

あ
る
。
花
を
し
き
樹
を
植
ゑ
。
申
央
に
大
王
の
銅
像
を
置

一
。
翠
蔓
に
腰
う
ち
か
け
て
大
王
の
像
を
仰
げ
ば
、
生

前
の
風
姿
、
眼
前
に
め
る
の
思
が
あ
る
ψ
「
フ
ソ
イ
ド
ソ

。
は
や
う
や
一
中
背
位
、
B
や
け
の
顔
に
は
大
き
な
青
い

眼
が
、
生
氣
ざ
意
志
ご
に
み
ち
π
光
を
放
っ
て
居
る
。
栗

色
の
髪
を
嘆
い
て
下
げ
、
後
頭
に
は
黒
．
い
ソ
ボ
ン
で
結
ん

だ
、
辮
髪
（
ッ
オ
ッ
こ
を
飾
っ
て
居
る
。
」
（
マ
ッ
ク
ス
ハ

ノ
ン
）
是
銅
像
に
表
は
る
・
彼
が
快
活
な
り
し
畢
動
は
・

其
悲
哀
な
る
性
餐
の
勝
目
樹
し
て
考
適
ぱ
、
幾
多

の
想
像
を
生
む
．
か
く
て
余
が
大
王
の
生
涯
を
追
回
し
つ



＼
あ
’
る
時
ガ
ル
ニ
ゾ
ン
寺
塔
の
寺
鐘
は
蒔
γ
告
げ
つ
、

「
か
み
を
あ
が
め
よ
」
の
塁
歌
の
一
ふ
し
を
奏
す
る
の
で
あ

る
。
何
等
の
威
概
そ
や
○
余
は
追
想
に
ふ
け
り
つ
〉
寺
・
院

に
入
れ
ば
、
寺
院
は
太
古
の
如
く
静
か
で
あ
る
，
大
王
の
父

フ
リ
イ
ド
ジ
ヒ
ゥ
イ
川
へ
μ
ム
第
一
琶
の
建
つ
る
所
で
、

贋
く
は
な
い
が
美
し
く
飴
ら
れ
、
蘇
に
震
圭
の
席
は
美
し

一
装
飾
せ
ら
れ
て
あ
る
　
一
八
Q
五
年
露
西
亜
帝
ア
レ
キ

ず
ソ
ダ
ァ
糖
一
世
は
、
普
露
西
圭
フ
ソ
イ
ド
リ
ヒ
ウ
イ
川

へ
川
ム
第
三
琶
ご
袋
に
盟
約
し
だ
の
で
あ
る
、
色
大
理
石

の
柱
に
纏
ま
れ
た
る
、
・
臼
大
理
石
の
理
博
の
下
、
鎮
扉
を

開
け
｝
ば
、
・
フ
す
・
暗
き
室
・
甲
に
、
左
に
方
形
の
棺
一
の
る
は
プ

リ
イ
ー
3
リ
ヒ
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
第
一
世
、
右
に
稜
形
の
棺
あ

る
は
、
｛
質
に
プ
リ
イ
ド
リ
ヒ
大
王
の
永
眠
す
る
所
で
あ
’
る
。

余
が
室
数
尺
，
古
本
露
幽
の
英
雄
王
は
、
老
親
ら
の
笛
の

美
し
き
音
の
中
に
、
天
幽
の
夢
を
夢
み
つ
、
、
彼
が
一
世

の
職
塵
、
彼
が
一
世
の
選
言
、
彼
が
｝
世
の
韻
華
、
皆
葬

ら
れ
て
袈
に
あ
る
を
思
へ
ば
、
戚
概
無
量
余
は
梓
回
し
て

第
四
巻
擁
纂
　
蜜
ダ
ム
の
忽
出

去
る
難
は
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
大
王
の
普
露
西
庶
民
に
於

け
る
敬
慕
事
情
は
、
今
猫
大
王
當
時
ご
等
し
く
し
て
，
來

り
詣
つ
る
も
の
踵
を
絶
た
す
．
世
界
の
人
亦
東
西
よ
り
家

う
詣
で
、
皆
大
王
を
追
慕
す
u
「
大
王
の
宮
庭
も
樹
園
も
、

今
は
蜜
に
寂
婁
詫
り
。
彼
が
湊
風
西
人
の
想
及
は
皆
、
恒

に
常
に
王
が
耳
蝉
に
浮
捷
し
て
居
る
。
若
し
暖
か
き
月
光

の
夜
、
人
の
宮
殿
に
近
く
來
る
も
の
あ
ら
ば
，
開
き
放
ち
．

π
る
扉
、
一
人
の
夜
警
も
な
き
所
、
大
君
圭
は
そ
の
渡
室

に
、
粗
末
な
る
籔
毫
に
て
、
眠
れ
る
を
見
る
こ
ご
を
…
得
る

で
め
ら
う
○
樹
の
花
の
香
の
党
や
よ
ひ
、
林
鳥
の
夜
の
歌
、
，

静
寂
礼
る
月
の
光
の
み
こ
そ
、
是
の
淋
し
き
疑
り
夜
轡
、

其
宮
廷
の
総
て
や
あ
る
。
西
プ
質
イ
セ
ン
の
領
有
以
後
の

十
四
度
，
サ
ン
ス
ウ
シ
の
香
柑
の
花
は
、
開
き
叉
叡
つ
托
。

か
く
て
大
自
然
は
、
ヌ
大
嘘
王
の
上
に
も
支
配
し
覚
の
で

あ
る
0
彼
は
淋
し
く
π
や
孤
り
、
騰
彼
の
從
者
に
護
ら
れ

て
絡
に
永
眠
し
π
」
ε
余
は
こ
の
フ
ラ
イ
タ
ァ
ク
の
美
文

を
想
像
し
て
、
所
薦
机
に
詣
り
て
、
大
王
の
爲
に
摩
る
時
、

第
輔
號

八
五
　
（
八
覧
）



　
　
　
餓
叩
四
巻
　
　
難
　
鰹
州
　
　
歎
…
洲
の
戦
霧
ミ
天
候

寺
護
り
の
老
婆
は
巡
禮
者
を
導
い
て
、
大
王
の
棺
室
の
前

に
立
ち
、
盤
高
に
説
明
の
語
句
を
く
り
返
し
て
居
る
e

「
大
ナ
瀞
レ
オ
ン
も
嘗
て
愛
に
立
ち
て
、
鵜
舞
し
π
事
が
あ

第
輔
號
，

入
六
　
　
（
入
六
）

る
。
彼
曰
く
、
大
王
は
困
難
の
時
に
、
最
も
偉
大
な
る
人

物
な
り
。
大
王
よ
Q
大
王
若
し
今
世
に
在
ら
ば
、
余
は
恐

ら
く
蛙
声
愛
に
立
つ
を
得
ざ
る
可
し
し

．
欧
洲
　
の
　
天
候
蓬

戦
　
瘍
文
學
士

（
上
）

中

目

　
　
　
　
餌
　
は
し
が
き

　
今
回
の
漱
洲
戦
に
於
て
地
理
學
の
方
面
か
ら
見
て
著
し

・
い
事
實
は
、
載
禦
の
舞
壼
が
極
め
て
贋
く
な
り
。
從
っ
て

大
面
績
操
縦
力
の
あ
る
者
が
常
に
機
先
を
制
し
て
勝
利
を

得
る
ざ
い
ふ
こ
ご
〉
，
天
候
が
作
事
に
少
か
ら
ぬ
關
係
を

有
し
、
從
っ
て
心
象
學
的
智
識
に
富
み
、
其
利
用
に
巧
な

者
が
亦
勝
を
占
め
る
ご
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の

黙
に
於
て
猫
職
人
が
他
の
國
民
に
優
っ
て
居
る
様
に
思
は

れ
る
。
面
旗
操
縦
（
ズ
9
鴛
μ
、
）
o
二
、
鋒
圃
σ
q
琶
σ
q
＞
に
關
し
て
は

う
ッ
ッ
エ
川
博
士
が
政
治
地
理
學
第
五
編
第
＋
三
章
に
精

し
く
述
べ
て
居
る
。

　
濁
逸
人
が
天
氣
豫
報
に
重
き
を
催
い
お
例
を
學
げ
て
見

よ
う
。
白
耳
義
の
ユ
ツ
ク
ル
（
d
o
o
冨
）
に
氣
象
観
測
所
が

あ
っ
π
が
、
之
は
一
九
一
四
年
八
月
二
十
旧
に
総
軍
野
戦

測
候
駈
ご
改
ま
り
、
爾
ほ
同
種
の
も
の
を
リ
エ
ー
ジ
（
び
竿

邸
σ
q
o
）
　
ナ
ミ
ユ
ー
ル
痔
瓢
p
ヨ
瓜
こ
及
び
海
岸
の
諸
地
に
設

け
、
專
門
家
を
し
て
下
層
及
び
高
密
り
氣
象
槻
測
を
さ
せ
、

其
結
果
を
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
海
洋
島
へ
打
電
す
る
（
、
ユ
ッ
ク


